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伊是名海穴の活動的熱水性鉱床南方に位置する
尾根の地形と地質
―1989年の潜航結果－

加藤幸弘　 ＊1

伊是名海穴の活動的な然水性鉱床の術佃に位置するj6桃で。潜水調査船「しんかい

2000」を用いた潜水調査を行った。この調査の目的は，活動的な熱水砿床と同様の地形

を呈するところで，熱水性鉱床の探企を行うこととその場所の地質を明らかにすること

である。そして以下のような結采が伴られた。

１）尾根の壁と，海穴の北東斜而に篤出する推積層は，凝灰岩・凝灰角礫岩である。こ

れらの岩石は鉱化作用を受けていない。

２）尾根では，熱水性鉱床は発見されなかった。しかし。変質鮫が北の熱水鉱床と同様

の地形を呈するところに点在していた。

これらの祐果から，鉱床地帯の南の尾根では，然水活動は低いと考えられる。

Geology  and  Topography  on  the ridge  south of (he active hydrother-

nial deposits of the Izena Hole

―the  Results of Diving Survey  in 1989―

Yukihiro KATO*2

Sea  floor survey was made  in the ridge bouth of the active hydrotherma)

deposits of the teena Hole by the submersible "SHINKAI  2000" . The  pur-

pose of the survey was to explore hydrotbermal deposite and to reveal the

geology in area of similar topography with the active hydrotherma! deposits

area. The  results are summarized  as follow

1 } The  sedimentary rocks, which were exposed in the wall of the ridge and

ihe  northeastern slope of the hole, were composed  of luff, tuff breccia

and  massive mudstone. These rocks were not mineralized.

2)  Hydrothermal  deposits were not discovered in the ridge. Altered areas

were  scattered in the area of similar topography

These  results suggest that hydro (hernial activity is low in the ridge.

＊ 】 洋.ll保 安庁 水路韜

＊2　Hydrographic Dcparlnlcnl ， MII･itime Safely AxonりI.
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根のうち。北から２番目の尾根である。この尾根

は傾斜の変換するところで，地形的に，２つの部

分に分創することができる。第１の部分は，海穴

の平坦面から水深約1350m までの部分で。第２

の部分は，水深1350m から水深】200m までの部

分である。 第１の部分と第２の部分では尾根の延

びている方向が異なり，前者はほぽ東西方向であ

るのに対し，後者は東北東一西南西方向となって

いる。第１の部分では，尾根の北側は東西方向の

走向 を持つ きつい傾斜を示す斜面であり，南側は

北西一南東方向の走向を持つ斜面となっている。

第２の部分は，伊是名海穴の陶側斜面から。連続

する伊是名海穴の外縁を縁どる周壁と連続してい

る。また。第１の尾根と第２の尾根の接合劒では

地形図上で一度，第１の尾根の稜線の傾斜が綏く

なり，そして再び傾斜がきつくなっている。この

場所は，加藤ほか0989 ｝で述べている鉱床か発

見された北側の尾根の徽地形と，シーピーム地形

図上で類似している所に相当する。

１．１よじめに

伊是名海穴北東斜面では｡1989 年６月の「ソン

ネ号」を用いた日独共同研究により海底熱水性砿

床 が発見された(Halbch el a1 19891. 「ソ ンネ

号」の航海に引き続き「しんかい2000」を用y たヽ

潜航調査が行なわれ， ３箇所において現在もなお

活動するチムニーを含む海底熟水性鉱床域が発見

さ れた（加疸 ほか1989，中村1989， 木 村ほ か

1989)。1988年の調査では，潜航回数が少なく鉱

床の水平的広がりを確認することができなかった

が，鉱床は伊是名海穴の北東斜面を構成する東北

東一西南西方向に延びる３つの尾根の内，一番北

側に存在する尾根上に沿って分布する様に見え，

また特に活発な活助を示す鉱床Site l は尾根と北

東斜面との接合部の地形的高まりの上に形成され

ており，同様の録地形を示す場所が海穴の北東斜

面に ２ヶ所あることを示した｛加藤ほか1990｝。

微地形から鉱床の分布域を特定することか可能な

ら，それは鉱床の形成場の推定にとって匝要なだ

けではなく。これから抻縄トラフ域あるいは埓繩

トラフと同様な地質を示す地域に於ける鉱床探査

の指針として重要であると考えられる。

1989年の潜航調査では，1988年に発見された鉱

床地域と同禅な微地形を示す北東斜面の北から２

番目の尾根で行なった。そして，尾根の上に若干

の熱水活動を示唆する生物を発見したので以下に

報告すゐ。

２．潜航海域の海底地形

伊是名海穴は，沖繩局の那覇市北西約110km

に位置し，艸縄トラフの中に存在する長径6  km

短径4km の矩形をした海穴である。最深水深は

1560・ で中央には３つ の小海丘を伴う平坦面が

存在する。海穴の西と南の外緑は急傾斜の斜面と

なっている。一方。北東斜iiには束北東一西南西

方向に延びる尾根が３列認められ，尾根以外は西

あるいは南斜面に比べ傾斜は綏い斜面になってい

る。海穴の南側斜面には，斜面崩壊によって形成

されたと考えられる馬蹄形上をした斜面が認めら

れる。また，海穴の北西側には比高600m の伊是

名海丘が分布し，その裾野の一一･部は海穴によって

切り取られている。

今回潜航地域は，北東斜面を佶成する３つの尾

2S

側I　D420 の航 跡図

Fig.I　Track line of Dive420.

３．潜航調査

３．１　地質記載

Dive420は，1989 年７月９日，伊是名海穴の北

東斜面の北から２番目の尾根で，加藤のほか，海

洋科学技術センターの田代省三，赤沢克文氏 が潜

航要員として乗船し実施した。この地点は シー
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lg2　D420 の ル ー ト マ ッ プ

Fig.  2　 Ｇｅｃ】Ogic rｏｕtｅ map of Dive42Q.

ビームの地形図で，海底熱水性鉱床が発見された

尾根の付け根の部分と地形的に顴似していること

から，伊是名海穴の熱水活助がどのような範囲で

生じているのか確認するため，また，北側の尾根

では確認で きなかった伊是名海穴の北東斜面を構

成し，海底熱水性鉱床の基盤となっている地嘔を

明らかにするために潜航調査を行った。

図１，２に「しんかい2000」の航跡図及びルー

トマ７プを示す。潜航調査は，まず鉱床地帝と飼

査した尾根との聞の比較的緩傾斜の水深1 503m

の斜面に着底した（図 １のSite l ）。着底点には

N15 度方向の走行を特 ち，海穴底の方向に落ち込

んでいる比高釣10m の崖が存在した。擶の傾斜

は，平均で約80度となっているが一部にオーバー

ハングする所も紹められる。崖の延長は最後まで

確認はしていないが。 今回 の潜航綱査では約

150m に渡って騙の延長が確認された。この廻の

下には崖錐として 数10cm から 】ｍの角礫ないし

亜角礫が点在する。崖錐櫟からサンプルD420-1

とD420-2 を採集した。 また，崖には崖の走向方

向と直交する開口割れ目が多数存在し，さらに極

めて俶い地形を残していることから，この巌は断

層崖と考えられる。

崖に露出する岩石は，逞鍜礫 を観察した結果で

は，凝灰角礫岩ないし凝灰岩のみで構成されてい

ると考えられる。更に崖に露出する岩石には，層

構造が認められず， また，岩相の変化も認められ

ないことから，厚い凝灰角礫岩ないし凝灰岩の地

層であると考えられる。露出する凝灰角礫岩ない

し凝灰岩の表面は薄く黒色の物質で覆われてお

り，表層から約lc ・ の厚さまでは酸化をうけ

て，黄紬色を呈している。崖には，所４に黄色の

海綿？やヒトデが。露出する岩石の表面に付着し

ていた。また，崖の下には，死貝ではあるが，シ

ロウリガイの貝殻が10数個散乱していた。

この謚を昇った上には，岩貿は不明だが，厚さ

数cilの嘔理を梼つ 地層が露出し，斜面の傾斜方

向に｛海穴底方向に｝緩く傾いているのが観察さ

れた。

屋のある所から。尾根の付け根までは緩く傾く

斜面が続いている。この斜面は灰色泥の底貿で，

巣穴が点在し，所々にカイメンやヒトデやウニが

生息している。尾根に近づくにつれて，表面が黒

色で割れた断面が白色の角嫖の転石が多くなる。

尾根は最大の傾斜が約60度の険しい斜面となっ

ており，表面が黒色の岩石が露出している。露出

する岩石は黒色の物質で哮く覆われているため，

岩相は確記できなかったが，転石 から判断する

と，その多くは・ 灰角礫岩ないし凝灰岩である。

この岩石は屬構造を持たないため，構造は明らか

でない。 また尾根の上部には塊状の泥岩が露出し

ている。斜面には，165度方向 の幅70－100cm の

深い開口割れ目のほか多数の剣れ目が認められ

る。

尾根と海穴周壁との接合SIOSile3 ）は窪地と

なっており，その周辺には，大きさ20 から50cm

の凝灰角礫岩ないし凝灰岩の転石か多数分布す

る。窪地の周壁劃』の壁には，所々に白色の変質域

が認めら れる。個々の変質域は最大でもｌｍＸ

ｌ●で。分布には規則性は認められない。この変

質域 の１つには長さ30 ないし40cm のチューブ

ワームが生息していた（写真２）。

梅穴周壁 の水深1 300m 以浅の海底には，所々

に非常に脆く成層した凝灰角礫岩の餓頭のほ か

は。凝灰岩が崩れて生じた灰白色の泥と材木状軽

石の転石が存在す る底質となっている。 水深

1 300・ より浅い海底面は下部の斜面に比べ推積

している泥の色が白色となっている。



表I　D420 で 得 ら れ た 岩 石 試 科 の 分 析 値

Ｔａｂｌｅ.I　Analytical results of rock ｓ taken

during Dive420.

３。２　探取試料

こ なった（表 １）。

４．考　 察

加藤ほか(1989) では，伊是名海穴の海底熱水

性鉱床の分布域が，シーピームマップ上で，確認

で きる可能性について述べた。鉱床の分布域を決

めることは伊是名海穴の鉱床形成機構を明らかに

する上で重要であるのと同時に，同様な鉱床を探

査する上で指針となりうる。1989 年の潜航調査

は，加藤ほか（1989 ）で示した海底地形図上で，

鉱床地帯と同様な徹地形を呈する場所で行い，海

底の徴地形と熱水性鉱床との関連について検討を

行った。

今回の潜航調査では，航跡に添った部分では鉱

床の存在を確認できなかった。また，探集した岩

石試料を観察した結果でも，鉱床の存在を示唆す

る証拠は得られなかった。こ れらのことから，調

査海域においては，接合部において観察された若

干の熱水活助を除けば，鉱床 を形成するような熱

水活動は生じていないと考えられる。それでは，

海底地形図上で認められた16根と周盤の接合部に

存在する局所的な地形の高まりは。どのような原

因で形成されたのであろうか。潜航調査では。接

合部は，尾根の平坦な稜線が切り取られ。深さが

10m 弱の窪地となっていた。更に窪地の中に多数

の角礫が点在しているのが確紹された。周壁は.

l!|地としての伊是?I海穴の外縁を檮成する傾斜の

きつい斜iiであり，海穴が沈降した際の断層面で

ある可nl性は高い。 今回の観察結果もそれを支持

するものと考えられる。そして，この断層により

Ｓり取られた1=1!根が地形図上で局所的な高まりと

して表現されたと考えられる。

Dive420では， ６サ ンプIJ ングを試み， 水深

1503m の断肝畑で ２サンプル，尾根の北側斜 藕i

で３サンプルそれから水深1303m の地点で１サ

ンプ ルの合計６サンプルの採取を行ったC凶 川 。

D420-1 とD420-2 は。断層崖 の裾から探取した転

石である。D420-1,  D420-2 と もに。異質7;片を

含む穫灰角礫・ で，北鯏の16 根の水深IS00 ．付

近で採取した凝灰角礫岩(359-1) と桝相が類似

している。ただし. 359-1 は鉱染を受 け，黄鉄鉱

の 小結品 が多 数 含 まれ てい た が，D420-1 ，

D420-2 には菎染を受けている証拠 は認められ

ず，極めて新鮮な岩石である。このこと|よ熱水活

動がこの場所まで及んでないことを示している。

D420-3 は.ld 枳の付け根の部分で採収した転石

である。これは， 衣而を溥くコーティングされた

デイサイト質の材木状軽石である。D420-4 はjlS

榻 の北側 斜 面の中 腹 から採 取 した転 石で.

D420-3と|司椪，デイサイト質の材木状軽石であ

る。D420-51jll 很の稜線のすぐ下の斜lai上から

採収した転石で。塊状の明灰色をした泥拷であ

る。D420-6 （写貞 口 は， 海 穴の周９ の 水深

1305．のJi点から採取した殆ど軽石の1距角礫か

らなる凝峡角礫岩である。採取した岩石試料のう

ち. 1)420-3. IM20-6 について令冫;化学 分析をお
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写 真１　サンプルD4206 薄片写真

Photo. I　Micropllologr 卯h 01 1hi● motion o6ample D420･6.

町良2　Site3 付近の海底町11｛

I'hnto. 2　View  of SiLo 3
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